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我々のグループで提案・開発を行ってきた 2光子以上の多光子放出カスケード核種を用いたイ

メージング手法(Double-Multi Photon Emission CT DPECT1)は、従来の PET(Positron Emission 

Tomography)や SPECT(Single Photon Emission CT)と異なり、空間分解能や信号バックグラウンド比

の改善が可能な手法 2, 3である。また時間や空間の相関情報をもとにした低クロストークでの多核

種撮像や付加的な情報の取得を可能とする原理的に新しさを有している。本講演では開発してき

た装置・システムについて紹介する。 

DPECTの手法は原理的に時間空間相関および位置分

解検出器を用いて高精度および多核種の撮像を実現す

るものであり、角度分解を行うコンプトンイメージン

グ及びコリメーターを用いたイメージング、また他の

位置分解技術を用いて実現可能である。本講演では過

去に報告したコンプトン PET ハイブリッドカメラ 4を

拡張したDPECTイメージングおよびコリメーターを用

いた実証試験システム(図 1)、試験結果について報告す

る。またシステムを構築する多チャンネル型検出器、

多チャンネル信号処理、データ取得システムの概要、

今後の開発の方向性についても紹介する。 

                                                        図 1 多光子時空間相関装置 
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